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5．手引の改訂案の作成 

 5-1 手引の改訂案の作成方針 

本事業及び令和３年度事業・令和４年度事業の結果を踏まえ、気候変動対応の

全国での展開に向けた計画・設計上の留意点を手引に反映し、手引の改訂案とし

て取りまとめる。 

手引の改訂案は、以下の留意点を含めた解説を追記し、巻末資料へ具体的な検

討手法や検討事例を記載する。なお、手引の改訂案は、計 3 回の検討委員会にて

有識者より頂いた意見を踏まえて作成する。（詳細は「6 有識者の活用」を参照） 

 

① 計画における留意点 

 気候変動の影響を踏まえた設計外力（天文潮位、潮位偏差、波浪）および

計画高の算出方法 

 設計外力や社会環境の将来変化を踏まえた整備計画に関する留意点 

 

② 設計における留意点 

 外力の経年変化を踏まえた気候変動適応策の選定および整備方針（順応

型対策、先行型対策、整備時期等）に関する留意点 

 気候変動を踏まえた施設設計において留意すべき事項（施設の利用・景観、

構造物の安定性、施設周辺利用に伴う制約等） 

 

 

 5-2 手引の改訂案の作成およびとりまとめ 

以上を踏まえて手引の改訂案の作成およびとりまとめを行う。手引の改訂箇

所案は、図 5-2.1～図 5-2.13 の目次に示す通りである。図 5-2.1～図 5-2.13

にて改訂箇所は赤囲みとし、追加した項目は項目名も赤字で記載している。 
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図 5-2.1 手引の改訂箇所案（第 2 章 設計条件） 
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図 5-2.2 手引の改訂箇所案（第 2 章 設計条件） 
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図 5-2.3 手引の改訂箇所案（第 2 章 設計条件） 
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図 5-2.4 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.5 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.6 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.7 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.8 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.9 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.10 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.11 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.12 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計） 
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図 5-2.13 手引の改訂箇所案（第 3 章 漁港海岸保全施設の設計、巻末資料） 
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